
保健体育科学習指導案 

指導者  植田 一矢 

 

１ 日  時  令和６年５月１日（水） 第５校時（15:05～15:55） 

２ 学年・組    中学校第３学年１組 計 40（男子 15 名，女子 25 名） 

３ 場  所  ３－１教室 

４ 教 材 名   健康な生活と疾病の予防 感染症の予防 

５ 教材について 

 本教材は，『中学校学習指導要領』（平成 29 年告示）には，「感染症は，病原体が主な要因となって発

生すること。感染症の多くは，発生源をなくすこと，感染経路を遮断すること，主体の抵抗力を高める

ことによって予防できること。」とある。また，エイズ及び性感染症の予防については，エイズ及び性感

染症の増加傾向と青少年の感染が社会問題になっていることから，疾病概念や感染経路を理解し，予防

方法を身に付ける必要性について明記もある。保健分野では，生徒が保健の見方・考え方を働かせて題

を発見し，その解法を図る主体的・協働的な学習過程を通して心と体を一体として捉え，生涯を通じて

心身の健康を保持増進するための資質・能力を育成することを目指している。そのため，基礎的・基本

的な知識の習得だけでなく，現在及び将来の生活で課題に直面した場合に，適切な判断のもとに行動で

きる力を身に付けさせたい。 

本学級の生徒は，他教科のグループ学習の様子では自分の意見や考えを積極的に伝えようとする生徒

が多く見られる。その一方で，他者との関わりが苦手な生徒や学習に対して消極的な生徒もおり，その

ような生徒たちに積極的に関わろうとする生徒は多くない。そのため，グループ全員で課題に取り組め

ていないこともある。保健体育の授業の中では，どのような生徒でも安心感をもって発言できる雰囲気

を作り，苦手な生徒や消極的な生徒に関わって支援できる集団を育てていきたい。 

 指導にあたっては，個人学習だけではなく，ジグソー法によるグループ学習を取り入れる。それによ

って一人一人に役割を持たせて，グループで交流する際にどの生徒も自分が担当した資料について説明

できる機会を設けることで，どの生徒もグループのために取り組めるようにしたい。感染症のことにつ

いて中学生ではまだ学習していないため，導入において感染症とはどんな病気か簡単に説明を行い，知

っている感染症をあげさせることによって意識させる。ジグソー法や自己の生活習慣の振り返りによっ

て，自分自身がインプットした情報をまとめたり，その事象の理由を提示したりして，具体的に説明で

きるようにする。また，本時の授業の中で自分自身の生活習慣を分析し，どのように改善すれば感染症

を予防することができるかを考えさせ，実践に繋げていきたい。 

６ 教材の目標 

（１）感染症及び性感染症の疾病概念や感染経路，感染のリスクを軽減する効果的な予防方法を身に付 

ける必要があることについて理解できる。  

（２）感染症の予防について課題を発見し，疾病等にかかるリスクを軽減し，健康を保持増進する方法

を考え，それらを伝え合うことができる。  

（３）感染症の予防について，自他の健康の保持増進や回復についての学習に自主的に取り組もうとす 

る。 

 

 

 

 



７ 指導計画（全８時間） 

時 学習内容 

１ 感染症の予防（本時１／８） 

２ 感染症と病原体 

３ 感染症と体の抵抗力 

４ 性感染症とその予防 

５ エイズとその予防 

６ 保健機関とその利用 

７ 医療機関とその利用 

８ 医薬品の正しい使い方 

８ 本時の目標 

 感染症のことについて理解し，感染しないために自分自身の生活習慣を見直すことができる。 

９ 学習の展開 

学習活動と内容 指導上の留意点（◆評価） 

１．導入（７分） 

□知っている感染症はどんなものがあるか考え

る。 

 

 

２．展開（35 分） 

□感染症のことについての資料 A～C を読み込む

担当を決めて，ワークシートに情報をまとめ

る。 

 

 

□グループに戻って自分がまとめた情報とほか

のメンバーがまとめた情報を共有する。 

 

 

□全体でどんな項目を読み取ったか交流する。 

□グループで A～C の読み取った情報を再確認す

る。 

３．まとめ（８分） 

□自分の生活習慣を思い出して，感染症にかかる

要素とその理由を書く。 

□次時の学習内容を確認する。 

 

○感染症がどのようなものかの説明をし，知って

いる感染症を書き出させる。 

 

 

 

○グループに戻った時に，ほかの人が理解しやす

いよう要点をまとめて整理するようにことば

がけをする。 

 

 

○A～C の情報を共有し，ワークシートに記入さ

せた後，情報をグループで整理して確認させ

る。 

 

 

 

 

 

○学習した内容を踏まえて，自分の生活習慣を振

り返らせる。 

◆自分の生活習慣を振り返り，感染症にかかる要 

素についてあげ，その理由を説明できている。 

【思考・判断・表現】 

○今後，感染症にかからないように自分の生活習

慣をどのように改善させるかを学習してくこ

とを伝える。 

【課題】感染症について理解し，自分の生活を見直してみよう。 



10 授業の分析 

本学級の生徒は，課題に対しての取り組み意欲は高い。しかし，苦手意識をもつ生徒へ同じグルー

プの生徒が積極的に関わろうとしたり，苦手意識をもつ生徒が周囲に助けを求めたりすることが少な

く，苦手意識をもった生徒がそのまま授業が終わってしまう様子が見られていた。そのため本授業で

は，単元を通しての知識の習得を目的とするのみならず，授業の中でのグループ活動や生徒同士の関

わり合いを構築していくためにジグソー法を用いて「感染症の予防」について学習を行った。ジグソ

ー法を用いて，自分自身が情報を正しく読み取らないとグループの仲間に共有できない状況を作るこ

とで，多くの生徒が意欲的に取り組む様子が多く見られた。中には読み取りが苦手な生徒もいたが，

役割分担の際に担当を 2 人にして苦手をフォローしているグループも見られた。それぞれが読み取っ

た情報をグループで共有する際には，言葉での説明や資料から読み取った図で仲間に伝えるなどして

いる姿が見られた。説明が上手くいかない生徒がいると「ゆっくりでいいよ」「書いたことを見せて」

というように，説明をする生徒が安心して取り組めるように声掛けをする姿もあった。 

その一方で，苦手な生徒ができる生徒に説明を任せてしまい，考えること放棄してしまっているよ

うな姿も見られ，本当に感染症について理解ができているかどうか見取りにくい姿があった。 

11 成果と課題 

成果としては，ジグソー法を用いることで，授業に意欲的に参加できている生徒は多くみられ，い

つも以上にグループの中でのコミュニケーションの機会が増えた。苦手意識をもった生徒の状況を見

て，関わろうとしている生徒が増えた一方で，支援する方法として，「代わりに」情報をまとめる，

「代わりに」説明するなどというように「代わりに」活動してしまい，最終的に苦手意識をもった生

徒の中には感染症の予防で何が大切なのかがよくわかっていない生徒もいた。 

今後の課題としては，授業の中では苦手意識をもった生徒，困っている生徒が課題に対してどこま

で理解ができ，何に困っているか，またどういう支援が必要なのかを学習の状況から把握し，肯定的

な動機付けや賞賛，知識・技能の向上に寄与する技能的・矯正的なフィードバックを行い，授業実践

力を高めていきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



12 活用した資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


